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歯科医療は、1950年から現代まで医療技術の進歩と共に考え
方が大きく変化してきました。
痛みを取る治療(1950～1960年代)、早期発見早期治療
（1970～1980年代)、必要最小限の補修に基づく歯科治療
(1990年～)と、歯を保存する方向に変化してきました。しか
し治療は「削る」「詰める」「抜く」「入れ歯を入れる」と
根本的な内容は変わりませんでした。
そこで、発想の変換が必要になりました。そして登場してき
たのがリスクコントロール歯科医療(Risk Control Dentistry)
＝歯科疾患のリスクに基づく予防中心の歯科医療です(2000年
代)。予防が第一で、問題が起らないようにすることをベース
とします。そして問題が起ってしまったら(もとに戻すことは
できない(再生しない)ので)質の高い治療をしっかりと行い、

その後の問題が起こるリスクを、いかに低い状態でコント
ロール(抑制)できるかということが歯を守る上で一番重要で
あるということです。私たちはこの考え方を早くから取り
入れてきました。そして十分な実績も上げてきました。
しかし歯を確実に守れる時代となりましたが、残念ながら
保険治療制度自体はそこまで追いついていないのが現状。
私たちは治療をきっかけとして、自分の歯を守ることの大
切さをわかって頂き、積極的に予防する為に私たちをご利
用して頂きたいのです。そして、おひとりおひとりがお口の
健康に自信をもって、いきいきとした人生を手に入れて頂
けるようにサポートすることが私たちの目指すものであ
り、この地域に「歯と口の健康を守る文化」を根付かせる
ことが地域貢献と考えています。
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